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§ 19 C2H4 Sm.P.=-169°C Sd.P.口一103アC

通常突の二方法K依る．詳細は Klemenc,Moser，四方等を見上．

1) 股水剤叉は脱水鰭媒によるエチルアルコールの投水

2) 亜鉛による臭化ヱチレンの分解

2) の方法は極めて純粋なヱチレンを輿へるが， 多量の気鰻を得るには遁しない， 1）の方

法も脱水弗！として燐酸を用ふる時は純粋たものが得られる．但し此の揚合反膝の温度比注意し

ないと目的が達せられない．部ち温度が低いとヱチレンの外に多量のヱーテルを生じ叉温度

が高過ぎると反庭系が炭化して黒褐色に着色する．ピロ燐酸を用ふる方法は斯かる話！！反震を防

ぐに最も便利ぜある. (L. Moser u. F. Lindinger, Monatsl1. G!tem. 44, 141 (1923）；外山，物

理化事の進歩， S,C原） 119 （昭和10年）．

敦れの揚合も気鰹の精製には最後に液控室気で凝縮分別するととが必要である．此の操作に

就いては特tcKlemenc tc詳しく記載されてゐる．

女献

1) A. Klemenc, Dた Bchandlu，ぜ仰，fReかdarst.ど／. I 3) W. Espe und M. Knoll, 1Verkst~f!kunde der 

lttng von Gσsen (1938). I 劫 chvakuumtechn必（1936).

2) L. Moser, Re1izdarstell1111g von Gascn (1920). I 4) 西方敬一，気樫製法化準

第六章 員空及び高座

~ 20 麗 カ 計

座力計はその用注tel!!!-.じて千差高別で， その一々について経験が友いから述ぺられたいが，

その代表的なものとして第五表i亡率げるものがある．

第五表は電子工事講座第一巻の“高貫空工墜”によったもので，各とに就いて該書を参考に

されたい．その中私の経験した二三の慶力討に就いて御参考までに中上げる．

A) マクレオド座力計に就いて

耳又俊ひが簡翠で何等技術的困難が左い震に大獲に調法在気塵計である．ピラニゲ戸ジ， Ioniza-

tion gauge等の相封的左 manometerは常にとれによって補疋する必要がある．とのmanometer

の依貼は測定に要する時間が比較的に長くか Lる震に建い鑓1ttc感じきれないとと，大き友

dead spaceを生やる黙である．向臨素等の7.K銀を侵すガスには使用出来ない．大館の構造は第

四岡に示す如くで更に複雑なものもあるが飴り用ひられて居ない．

これを作るには相営多量の水銀を要する．理論的には水銀の量の多い程正確度を増すが賞際

水銀が多いとこれを押し上げるのに時間を要して却って取扱ひにく k左る．座力測定の範囲に

よって水銀の量を加減する必要があるが．普通 150cc～200cc tc Aの容積を定めるのが便利

かと思はれる．

BB＇の毛細管は強め太さのよく揃ったもので曲ってをらぬものを二本自分でよく吟味して揮

んで泣く，｛Jf)M10-3～10-5を測定するには， その古径は大館0.8～1.0mm位のものが趨嘗で

ある． 徐りに細いと低~をよむには便利であるが水銀が途中で・切れて毛管中に残る恐れがる

る. Bの長さは長ければ・測定の範園を増し得るが 15cm位が手頃である． 10-1～10-3mmを
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医力計の種類 l
(1) 機械的医力計

構

第五表

遺 測定可能医力 測定可能範閤

プルドン集医計

徴差塵力計（Differential
Manometer) 

(2) U型底力計

傾斜ゲーヂ（Tiltinggauge) 

光事績粁ゲーヂ
(Optical lever gauge) 

U型抽犀力計

(3）ボイルの法則による犀力計

員鍛管の弾性

金属薄膜の弾性

* 銀
水銀

Butyl phthalate 

会座力

置E力差

1集医～3xl0-lmm

l集犀～I0-3mm

底力差，凝縮されな ｜ 1気塵～I0-3mm
ぃ集慢の分犀

マクレオド・ゲーヂ ［ 集障を塵縮する ｜ 凝縮されない集挫の ｜ 数 mm～I0-4mm

(4) 分子衝突による員空計
( Radiometer gauge) 

分医

クヌードゼン員空計 ｜ 冷熱雨板の反楼力 ！金庫力（気慢の種類に｜ I0-3mm～10-Smm 
より讃みが費る）

シュレーダー・シヤー
ウッド員空計

リーゲル良型計

(5) 分子粘性による良型計
(Molecular gauge) 

白金蹴保及び闘板の
反接力

ダッシユマン員空計 ｜ 同轄する制板による
｜静止せる闘板の欝位

ノ、ーパー減数型ゲーヂ （ 石英織僚の振動

クーリツヂ石英繊維ゲ戸ヂ ｜二本吊石英繊維の振動

キング減数型ゲーヂ I 石英梧に張った石英
繊維の振動

(6) 熱樽導による虞空計

ピラ＝・へール熱博導員空計｜ 白金融僚の抵抗費化

G.E.C.ピラ＝熱博導員空計｜ 白金融僚に輿へる電
E豆の襲化

(7) 電気博導による虞空計
(Ionisation Manometer) 

パックレー電離虞空計 I 陽イオンをプレート
｜ に集める

ルコップ電離員空計 ｜ 陽イオンをグ Pツド
｜ に集める

ハル電離員空計 ｜二次電子による負抵抗

(8) 金属の膨脹による員空計
(Bimetal gauge) 

クルンプ・ハース員空計 温度費化による二種
金属片の歪

I0-3mm～I0-7mm 

I0-2mm～I0-4mm 

I0-2mm～l0-6mm 

10-lmm～I0-5mm 

I0-3mm～10-Smm 

I0-5mm～I0-9mm 

Imm～I0-5mm 
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測定するには Bの長さを増すよ与 Bの毛管の太いのを揮んでそ

の長さを 20cmk止める方が取扱ひに使である． Bが徐り長い

と測定の都度 Bの上部まで水銀を押し上げるのに時間がか Lる

し， Jk銀も多量に要する．同様在理由で D と A を結ぶ頭部も

長すぎね方がよい.cの太さは相官に太〈左いと真空にするのに
2 +chi 時間がか kる. 1.5cm直径が趨賞である.Dの容積は Aによっ

て定まるが Aが 150ccならば D は 250cc位がよい．

とれに丹jふる水銀は相官締麗でないと使用中に Bの上に残津

が残るし水銀が切れて残る恐れがある．

毛管の太さの者IHEについては鮫島博士の物理化事費験法を参

照されたい．マクレオドの補正はこれを倒立して毛細管 Bを

水銀にて栓をし，ピコ・レツトより水を注いでその容積を測定する．

高員空 (lo-:i～10-"mm）測定用マクレオツドヂーヂの製作例：

毛細管の直径 0.8mm，長さ 15cm，球部の容積 150ccとすれ

tr略 ξ
0.42×3.14 
一一ーーーゼー＝3.3x10-G
150×fo3 

Bの上端から 3mmの庭で測定すれば 1mmの水銀差は 10-"mmH耳気墜に柏賞する．

Bの上から 3cmの底では 1mmの Hg差は 10-4mmHg気塵に相営する．更に 6cmでは

5×l0-3mmHg tc相営する.Bの上から 6cmの庵で読むと 5×10-1mmHg迄位が諌めるので

相営に炭範囲が韻める．勿論毛管の補正が必要で・ある．

B) ピラニ．ヂーヂ

とれに就いても言語記の書に詳しくか kれてゐるが失の論文には相蛍珂論的に記しである．

Zabel and Ellett, P'4伊・ Rev.,37, 1102～1111 (1930), 
The pirani gauge for the measurement of small change of pressure. 

10-2 mm 以下の低歴に於いては Wheatstonebridge tc組入れた galvaの振れは大鰐慶力と

車線関係にある故に galvaの振れのみで測定する． I0-9mm位の感度のものも得られてゐる．

Wrる高感度のピラ ＝＝－ . Irーヂを月jふるには各部分に相設詑意を梯ふを必要とする．弱電流の

取扱ひに一般に必要在る如〈接鯖部分に特に習意することが大切である．抵抗の如きも摺動式

のものは出来るだけ避けることを要するし接縄部分は宇田鎖付け或は水銀 con凶.ctを使用する

等の注意が必要で・ある．命ピラニ・ヂーヂの白金代用線封入部分の電気的苦ークを恐れて特殊

な工夫をしたものを使ってゐる向もある．

感度を高める工夫：心線に Ni線を用ふることがよいとされてゐる．心線と外界の温度の差

を大にする程感度はよくなるので Ni紋の温度を高めて外部を間む恒温槽の温度を下げる必要

がある.Ni線はその特性上250°c以上は月！ひられね．恒温槽には液鱒酸素を使ふ方法もある

が，一般には氷が使用せられてゐる．心線に用ふる Ni線を帯J{たにして表面積を大にすると感

度は高まる．

とれに用ふる galvanometerは Zableの論文よりも明かたる如〈低抵抗のものを用ふる方が

都合がよい． ζれは心線の長短がピラニ感度K影響するととが殆ctx.いからである．外部臨界
抵抗を装置に合し易い利黙がるる．
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向心線に硝子の毛管を用ふる式のピラニ・ヂ四ヂもある． とれに就いてはさたの論文がある．

感度は 10-a～l0-4mmHgである．

E. B. King, Proc. Roy. Soc., 38, 80 (1925). 
G. K. Rollefson, J. Am. Chem. Soc., 51, 804 (1929). 

パラ・オルソ水素の項も参照せられたい．

C) Spring Manometer 

材料，性能等は物理化事の進歩第一巻第三輯を参照せられたい．との座力計は定容を必要と

する測定には非常に使利なものであるが，数糎以上の急激な歴力鐙化に逢へば直に Federが

とわれるから取扱に注意を要する．敏感なものであれば 2/100mm.の座力差に感宇るが普通

1/lOmmが明瞭に讃めたらよいとして用ひてゐる人が多い．充分敏感友ものを作るには封宇る

前tr:Federを試験してみる．印ち 5～6本 Federを作って． 乙の先に針をつけたものを一つ

づ Lゴム管に連結して棋に目盛せる板の前に立て L同定し，ゴム管を少し押へるか息を入れて

見て，どれ程針端が動くかを比較してよく動くものを、選ぶのである．大徳，肉が薄く腎曲部が

長くたくて，背と腹がひっ Lいた様友松好のものが敏感で・ある．針は勿論長い程上いわけで、あ

る．との塵力計は針端を投影して横大し零賠からのズレを見るのが最もlE確であるから殆E凡

ての人が投影する．零難からのズレと歴力差との闘係を強め calibrateして置けば、， 一々水銀

座力計の聯立 Cockを捻って零黙をあはせる必要がない．

倫ほ Federの部の外筒は太い硝子管を使ふが針の部の外筒は細い方がよい． と云ふのは反

臆ガスは Federの内部にも外部にも同時に入れる場合が多いから外筒部は細い方が反膝ガス

の使用量を減やる．針端のと乙ろには窓をつけた方がよい．窓を摺合はすには金剛砂と銭板叉

は硝子板を、用ひて一時間位か Lる．平行に摺るを要する．摺り終ったらよく洗ひ乾かしてとの

窓に顕微鏡の Slideglassの 1/3の大さのものを Pizeinで貼り付ける.Slide glassは特に美し

くして長く必要がある．汚れてゐたり叉柏、子の質が悪いと投影がうまくゆか左い．

D) 電気容量示差歴力計

三極員空管護振同路を利用した極めて敏感な座力計で， 此の原理は小幡重一氏1）の考案に友

るもので，乙れが化皐反躍UC)iぞける歴力測定に用ひられたのは城野氏の爆：議反癒の研究めに於

s 

育F
第五園

いてが初めてである．

現今最も有款に歴力計として本器を用ひ得

るのは短時間の座力慶化の測定で長時間の連

績務化を測定するには向研究を要するのであ

る．

方法の原理は第五闘にて Cが蓄電器で一

方の板が同定され他が魅力の愛化に依って動

く膜で蓄電器を構成し座力計となってゐる．

S”Cの護振同路に周波数 60～70寓の電気振

動が起ってゐる時，歴力費化のため少し Cの容量が慶はると周波数も務化し， これが甚だ披

大されて民空管の陽極電流の襲化とたって現れる．此の電流のき詮化を諌むのは岡の如くポテン

チオメ戸ター法により主陽極電流をパランスしたがら費化のみを電流計 G で諌む．又数段の

増幅装置によってオッシログラフを働かせてもよい（この方法は小幡氏論文中にあり）. R。は
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電流計の分流抵抗で，とれにより塵力計

の感度を獲す＝る．

1｝塵力計の製作
座力計を友す蓄電器 C の製作法を漣ぺ

る．第六闘がとれで蓄電器膜を保持する

部分を抜大したものが第七闘である．

導＃長田路

今
c:::=::J.年傾
rlZZZlllld .:r-氷.. .，イ「

F 
:..JU｛苔

今 I I闘R、M
K¥ C に．．ゲ吋ヂ白存3

＼雲母稜（pq，ムdJC耐吾
第七闘 第 A 圃

第七l謝で A と Bが蓄電器の雨板で A は問定され Bが KとM の問に塵力差があった時

動く肢である. Bには雲母板（厚さ0.05mm），洋白膜，ヂユラルミン膜， AI膜等を用ひ得る．

雲母は最もよく使はれるがとの時は A K封立する方に白金を Sputtering （鍍金の項参照）に

依って附け電導性を輿へる． とれを貫録環 Ctcべ｛クライト，蜜蝋，ピツヱイン，アピヱグ

ンワックス W 等で附着する． 附着するには先づ膜を周囲より引張って一様に張力をかける．

それには第八闘の如き枠を作ってたくと使利である． か、る欣態の膜を Ctc附着するのであ

る．ヱポナイト D tcは闘の如く穴を作り L と M の聞にガスが流通する様にする.Aと B

の距離は Eのネヂをしめて D と Cを合した時 0.1mm の距離に在る様にする． （乙の距

離は麿力計の感度に闘係する．）それにはエボナイト D を平面ガラス板上に置き， A の下に

0.1 mmの厚さの紙を敷いて A をヱボナイトに悶着するとよい．かくしたる物を第六闘の様

にガラス器中に入れる． エボナイトが使用したく泣い揚合には全部員鎗製とし， A を支持す

る Dの部分のみを硝子で作ったものを工夫すればよい． 叉 Cの部分をガラスに平面摺合は

せしたく友ければ C‘の中央から民鎗パイプを出し之に傾斜をつけてガラス容器に摺合せれば

よν、．

2｝電気装置

貫空管 Vは 201Aで織僚加熱の矯めには iooA.H.の電池 6V(B1), プレ｛トの B2電池

は 100V,lA.H.を用ふ．殊に B1は容量の大友るもので在いと動電力の姥化のため測定は不

可能と友る．振動線輪 Sは直径 16cm及び 14cm位のファイパーの閏筒tc50捲位絹巻銅線

を捲いて作り二つを遁常にカツフ勺しせしめる．電流計 G は感度の甚だ高きものは無意味で・遡

期の1J、なるものがよい．目的にもよるがモ｛ル型ミクロ・ガルパノメ｛ター （感度 9.5×10-s

amp.週期 0.5sec.，叉は 1.9×10-7amp. 0.25 sec.｝が酒営であらう（ガルパノメ｛夕戸の項参

照）．蓄電器の雨板間の距離0.1mmの時 10-samp.の感度の電流計を以つですれば 10-4mrnHg

の歴に感やる．本法に溺した器械は市販品として存在する．本歴力計は勿論示差歴力計で相営

の座力範閣で魅力差に針してガルパの偏れは直線闘係となるめが前以って知られた歴力差を輿
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へて検度してゐかねば危ら友い．それには約 llのガラス器に趨営の墜力で空気叉は反臆ガス

を入れ之を恒温槽に浸し恒温槽の温度を任意に媛ヒベツクマン寒暖計・で・読んで、温度差から座力

差を知り得るから之を第六闘 Btc連結するとよい．

倫参考のためノj、幡氏の輿へたる蓄電器の雨板の距離と電流計の偏れを記す．

蓄電器の初めの間隙

0.5 mm 

0.3 

0.08 

0.06 

第五表

平均感度（1mmの偏れを生ずる嬰位）

0.0007mm 

0.0003 

0.00004 

0.00002 

（検流計リーコマ・ノースラップ懸垂型）

擁大卒

1300 

2700 

25000 

50000 

本器は 10-9arnp.の感度の電流計を以つですれば蓄電器の雨板間の距離が 10-scmgpち分子

の大さだけ質化しでも知り得る計算になるが，電池の動電力の質化のため賓際には不可能で、あ

る.2）命本歴力計が他の座力計に比し優れたる黙に就いては城野氏の論文中にある．

女献

l) Report of the Aeronautical Research Institute, I 2）物理化事の遜歩 9原1（昭和10年）．
Tokyo Imperial University, No. 11 (1925): I 3）今岡，員空脅及び其の鹿用， 69頁．
電気串合雑誌（昭和3年） 38頁． I 

§ 21 JI室ポンプ
詳細は参考書に譲り，以下営教室で則ひられてゐるポンプの使用上の注意を遁ぺる．

A) 水流ポンプ

1) 水道栓につ友ぐゴム管は布入りホースの如く丈夫なものでないと水座の矯膨脹して裂け

る．叉ゴム管の上下の端は銅線を以って同く縛って沿か左いと水陸のため抜け落ちる．

2) 作り方の如何によって能力K著しい差があるから充分吟味を要する．良く出来たものは

10～15mmHg位までヲ！く．

B) Cenco H yvac 型油ポンプ

1) 中K入れる油は勿論真空ポンプ丹jの油であってネームプレートK記入した oil-level迄入

れる．油が汚れてゐると引きが悪くなるから一年に一度位は新しいのと取りかへるとよい．

2) 酸やアルカリの蒸気或は有機物質の蒸気等はポンフ・の金属や油を侵し叉油の性質を悪く

するやうなものは引いて友ら友い．必す＝水流ポンプ叉は之を補助ポンフ。とせる水品製の水銀披

散ポンプを用ひる．止むを得ぬ物は水流ポンプを用ひ何岡も空気を引いたり入れたりして是等

の有害蒸気を充分除いてから油ポンプを用ふ．

3) 引きが悪い時は可動隔板の故障による乙とが多いからポンフ＠を分解して修理する，

C) 水銀蹟散ポンプ

1) パーナ戸で熱する前に必宇冷却水を通すととを忘れぬこと．往々にして湯が出たり水銀

を蒸溜させたりする．叉冷却管を通る水が室温より著しく低温の時には管の外部に水滴を生じ

之が熱せられた柏、子壁の方へ流れてポンプが壊れる愛があるから布片を巻くなり趨嘗の方法で

防ぐ．
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2) パーナーを消してから水銀が未だ冷えてゐ左い間に外気を入れると水銀が酸fとするから

必宇員室にしたま L南端の活栓を閉亡て置くとと．

D) 油棋散ポンプ

文献 1),51頁参照

E} テプラポンプ

テプラポンプは排気ポンフ．の一種であって，之を排気ポンプとして使用するには，その排気

速度がオイルポンフ・等に土として小さいのであまち使用され左い．併し此のポンプの特徴として

排気した気慢を全部集めることが出来るので．瓦斯分析をする揚合，特K低墜で徴量に存在す

る気轄を分析する揚合には必要訣〈ぺからざるものである．

色々使利左~Aが出来てゐるが， E. R. Wheaver & M. Shepherd，よ .Am.Gliem. Soc.，切， 1829

(1928）の装置は筆者が経験した範闘では一番推奨に慣すると息ふ．此接誼の特徴は（1）自働

的怠るとと，（2）活栓のグリ｛ズでフk銀がよごれると云ふことが左い，（3）運縛中水銀面白動

揺が少たい等である．

§ 22 高度轟室

弐の文献を参照されたい．

女

1）須賀太郎，高員空工事〈電子工串講座，共立枇〉

2）星合]E.治，員空工事．

3) L. Dunoyer, La t,:chn守uedu 切除（1924).
4) S. Dushman, Hochva必uumtechni.ゑ
5) W. Espe lし M. Knoll, iVerksto.ff kunde der 

Hochvakuumtechnik (1936). 

6) E. v. A時erer,Teehnisclie Kunstgnffe bei pそysz＇.ふ

§ 23 高屋賓験に就いて

献

σlischen Untersuchttngen (1936). 

7) W. Wien u. F. Harms, Hand.初chderEx；νrimeか
r吟埼yst'.必BandI (384～402) ;Band IV (413～ 
461) Teil 3. 

8) II. Geiger u. K. Schee], I-Iandbuch der P.かsik
Band I (234～242). Band II (372～406）・

高堅実験は一般には危検友ものと考へられてゐるが，共の装置の設計，組立に注意すれば左

程危険なもので左い．一般的に云へば資験装置の材料に劃して材料強弱壊の立場から用要の樹

感度並に語・l熱度を十分考慮して置けば良い諜である．特に反態管に就いては賞験に使用する瓦

斯と共の蕗1蝕性を考慮して相営の安全係教をとらねば左らぬ事は云ふ迄も友い．

以下各部分についての注意を極〈簡車K述ぺる．詳細は下記の参考書を参照せられたい．

A）魅力計

是は勿論高塵賓験に於いて最も肝要注るもので， 共の正確度に就いては時々検定器（testin宮

machine）に依って是を検定して置く必要がある．長時聞に亙って数回 loadを懸けて見て正し

く同一位置を指示せや，且つ元位置に復さ左い様左メータ｛は勿論使用に耐へぬものでるる．

墜力計は普通5～10寄iの安全率を見てはあるが，寅験中に過重の loadを懸ける（Scaleout) 

ととの左い様，又メ戸グーに接績せる部分の減摩｛g描の blow）を急激に行はぬ様特に注意し

左ければ友ら友い．是等はイ可れもメ｛タ，輔の破損，狂ひを来すが故に高一左様主主事が起った揚

合には芭にメータ wーの検定修理を取すぺきである・
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不正確注メータ【を使用するととは共の資験が無意味で・ある計りで左〈甚だ危険で・ある．

B) 反臆管及び導管

是等の壁の厚さに就いては材料によって具るが，例へば鋼材に就いて概括的に云へば，内径

と外径の比が 2,3, 4 tcffiじて夫々大鰹＜300,300～700, 700～1500気歴程度の耐座度があ
る．但し鋼管等を焼入れて曲げる揚合には強靭度が減少するが故に共の賭は考慮せねば左らぬ．

従って1000気塵内外叉はそれ以上の様左揚合にはパイプは曲げす＝に直結する方が良い．

CJ. 反膝管及び導管の連結
1) 永久的連結 是は連結後取り外す必要の友い個所に適用すぺきもので，熔接，銀叉は民

鎗鎌付及び普通の鎖付が一般に使用せられてゐる．但し鎖付の揚合には連結部をネヂ込にして

鎖付をする方がよい．向ネヂを切る揚合にはそれ丈その部の断面積が小と友り弱くなるから此

のE誌を考慮して太くして置く必要がある．

2) 一時的連結是は寅験中に時々取り外しを必要とする部分に適用すべきもので，此の揚

合には歴力，材料に依って種々の方法があり簡単には遁ぺる事は出来ぬが，要はパッキングを

使用し左いものと使用するものと二方法がある．前者は普通には接面が線接簡になってゐるも

ので，精巧左る工作機械と相営熟練した峨工とを必要とする．後者は従来一般に康〈行はれて

ゐるもので接面が面接簡で共の聞にパッキングが入る認で’ある．共の形には色々あるがパッキ

ングの接縄商の面積が小左る程パッキングは良〈利く諜であるから此の黙は設計に際して留意

すぺきである．温度，塵力等によりファイパー，鉛，アルミ，銅その他特殊合金等を使用する．

大抵の揚合 packingは毎岡取り替へる必要がある．

向是等の連結個所に使用するネヂ，ポソレト等の寸法に就いては内歴より計算する時に定分の

安全率を見て龍〈必要・がある．さも左ければ接鯛面が緊密に締ら友い内にネヂ，ボルトが破損

する愛がある．

3) パルプ是は他の部分と異り寅験中最も多〈使用されるもので，而も普通はパッキング

の接縄面が共の度毎に動〈諮だから最も傷み易〈，従って瓦斯が一番漏れ易い庭である．故に

パルプは使用に際して特に細心の注意を要する．比較的低歴から非常在高座迄夫々種々の形の

ものがあるから歴力，温度等に膝じてi直営危ものを撲定使用すればよい．

序にボンベのパルプ（口金）に就いて一一パルプを開けて瓦斯が漏れる揚合には直ちにパッキ

ング（普通のボンペにはファイパーが使用しである）を取替へるべきである． それは瓦斯の不

経済に徒費される計りで在〈，瓦斯の放出は相営危険であるからである・吾々が研究室で無遺

作に取扱ってゐる高座瓦斯ボンペに就いては法律で、相営やかましくその取扱方を規定しである

位だから共の黙に留意すぺきである．

素人はパルプを強〈締める程良いと思って力一杯に締付ける．甚しいのはスパナを懸けて迄締

め付けてゐる事があるが，斯かる事は絶針に避けねば左らぬ．パルプは鞍〈締めるぺきで，そ

れで瓦斯の漏れが止まらぬ揚合はパツキシグか接燭面が傷んで・ゐるととが多いので斯かる揚合

に共の億で幾ら締め付けても漏れは止るものでは左い．寧ろ共の矯にネヂ、やパルプの心俸を破

損して却。て非常に危険である．

4) 高贋用差歴指示針是は堀揚先生の御創案に依る金属製の接僚歴力指示針で、大阪の森計・
器製作所の特許と在ってゐるものであるが原理は硝子 springmanometerのと殆ど同様で・ある．

但し反臆管等の任意の個所に容易に取付けられる・勿論 deadspace もなく反膝管と共に恒温

槽の中へも入れ得る・差歴指示の感度は水銀柱 3cm程度迄明かにし得て， 而も差塵 10～15
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気歴位迄は耐へ得る． 故に nil-methodl'C依る塵力測定のみ左らす＝， 直ちに精密座力計として

も使用し得る．更に材料を撲揮し又は内部に油営危鍍金を施せば諸種の瓦斯にも溶液K就いて

も賃験し得る鐸である．

参考書

1) '.Bone, Newitt and Townend, Gaseous Combustion J pressure chemical plan, Chapman & Hall (1934). 

。rhigh pressure, Iρngmans (1929). I 3) 内問俊一著，高歴装置の理論と質際．

2) Tongue, The desなn and construction of high I 

第七章温度測定並に温度調節

§ 24 温度測定法

大石二郎，温度測定法（昭和12年）．

§ 25恒温槽

A）高温恒温槽

参考書

山田光雄，山本正一，温度と其測定法（1927)

此底では主として電気櫨の温度調節に就て遁ぺる．熱源としては他にガスがあるが電気の方

が調節に便利なのと，均一に加熱し得る利黙があるので主として之に就て漣ぺる．此中で或物

はガスの揚合にもリレーを費へると趨用せられるわけである．

1) 電座調節式電気櫨の温度調 mγ  

riii方法として電座の費動に膝じてリ
レーを働かす方法では室温の媛化，

lWち燈の外部表面の放熱j伏態の鑓化
に事,J-しては調節することは出来ぬ

が，装置が簡単友のと，室温の費化

の小さい揚合には随分よい恒温が得

られる．

その装置の一つに第九闘の如きも 第九 闘

のがある． 櫨の電熱線 Fを通る電流を二つに分け，その片方の電流が常に H を通って此の

中に入ったトルヱンを加熱する様に在ってゐる．此のHは水槽（之を恒温槽にして置くとよい

が水道の水を通しでもよい）に浸って居る（直接入れす；l'C油の入った槽に入れ之を水槽に浸す

方がよい.) AP A2は電流計， ・ri,r2, r3は抵抗（r2のみは同定抵抗でよし）， wはネオンラン
フ。で・パイロット並びに抵抗月jとしてHJふ.MはソレノイドであるがラヂォJHのトランス（プラ

イマリーが切れて居るものでよし）を利用する.Kは接縄片（ブリキ製）である．水銀の接働

部 Kがスパークで汚れるのを防ぐ矯めには色々方法があるが W をシリーズに入れると支分

日的が建せられる．調節法の原理は闘で判る如〈電源の電歴が高く在ると H を通る電流も従

って大となり， K部が接鰯し， W が賭り Kの接鋼部が離れる．従って Fを通る電流は抵

抗r虫を通るととになって落ちるから櫨の温度は上らむ． f 3 を二つに分けたのは H K主電流

の一部分を過す震と II を動かして主電流を大関調節すれば主電流を費へる事なく， f3 l'Cよっ

て温度を細かく調節し得る矯とである，




